
借りてもいない土地に借地料支払い５０年間・・

ＪＲ西日本には返還請求もしていないことが発覚
　

宇
治
市
は
、３
月
末
で
宇
治
公
民
館
・
市
民
会
館
を「
閉
館
」し
ま
し
た
。
共
産
党
議
員
団
は
、「
閉
館
」の
中
止
、「
建

替
え
て
存
続
を
」
と
求
め
奮
闘
し
ま
し
た
。
質
疑
の
中
で
、
市
が
、
ＪＲ
に
５３
年
間
も
国
土
交
通
省
の
土
地
も
含
め

て
多
額
の
賃
貸
料
を
支
払
っ
て
き
た
事
が
明
ら
か
に
な
り
、
市
の
責
任
を
追
及
し
ま
し
た
。

　

市
教
委
は
、
党
議
員
が
一
般
質
問
の
た
め
に
要
求
し
た

「
ＪＲ
と
の
宇
治
公
民
館
借
地
契
約
書
」
の
契
約
金
額
を
黒
塗

り
に
し
て
提
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
予
算
委
員
会
で
、
党

議
員
か
ら
「
公
文
書
に
黒
塗
り
は
お
か
し
い
。
金
額
の
明
示

を
」
と
追
及
さ
れ
、
や
っ
と
、
金
額
や
契
約
者
を
明
示
し
た

３
年
ご
と
に
更
新
し
て
い
る
契
約
書
を
議
会
に
提
出
し
ま
し

た
。

　

そ
の
中
で
、
市
が
ＪＲ
か
ら
借
地
し
て
い
る
土
地
は

１
７
０
．
４
６
㎡
な
の
に
、
昭
和
３６
年
に
ＪＲ
（
当
時
は
国

鉄
）
と
借
地
契
約
し
た
時
か
ら
国
土
交
通
省
の
土
地
を
含
む

４
９
３
㎡
の
借
地
料
を
払
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
市
が
、
昭
和
３６
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
２５
年
７
月

２５
日
ま
で
に
、
国
鉄
、
ＪＲ
西
日
本
、
ＪＲ
不
動
産
に
支
払
っ
た

借
地
料
は
約
３
７
０
０
万
円
に
な
り
ま
す
。
平
成
２６
年
２
月

２６
日
付
け
で
借
地
面
積
を
４
９
３
㎡
か
ら
１
７
０
．
４
６
㎡

に
契
約
変
更
し
て
い
ま
す
が
、
本
来
の
実
際
の
借
地
面
積

１
７
０
．
４
６
㎡
以
外
の
面
積
の
借
地
料
は
過
払
い
で
あ

り
、
そ
の
額
は
約
２
４
２
１
万
円
に
も
な
り
ま
す
。

　

市
は
、
顧
問
弁
護
士
か
ら
、「
民
法
７
０
３
条
の
『
不

当
利
得
』（「
法
律
上
の
原
因
な
く
他
人
の
財
産
又
は
労
務

に
よ
っ
て
利
益
を
受
け
、
そ
の
た
め
に
他
人
に
損
失
を
及

ぼ
し
た
者
は
、
そ
の
利
益
の
存
す
る
限
度
に
お
い
て
、
こ

れ
を
返
還
す
る
義
務
を
負
う
」）
に
該
当
し
、時
効
は
１０
年
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
商
法
に
よ
る
時

効
５
年
と
し
返
還
請
求
額
２
７
２
万
６
７
０
０
円
、
ＪＲ
西

日
本
に
対
し
て
一
切
の
請
求
を
し
な
い
と
す
る
確
認
書
を

交
わ
し
て
い
ま
し
た
。

　

党
議
員
団
は
、「
不
当
利
得
で
あ
り
ＪＲ
西
日
本
に
対
し

て
も
請
求
す
る
べ
き
」、「
確
認
書
に
、
第
３
者
か
ら
異
議

申
立
が
さ
れ
た
際
は
協
議
・
解
決
に
努
め
る
と
さ
れ
て
い

る
、再
度
検
討
す
る
べ
き
」
と
追
及
し
、教
育
部
長
は
「
検

討
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

市
民
・
議
会
に
ひ
た
隠
し
で
・
・

借
地
料
を
２
４
０
０
万
円
も
過
払
い
、
請
求
額
は
わ
ず
か
２
７
０
万
円
！？
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宇
治
公
民
館
の
「
閉
館
」
理
由
は
破
綻
！

利
用
を
継
続
し
、
建
替
え
・
存
続
を

　

市
教
委
は
、
宇
治
公
民
館
・
市
民
会
館
の
「
閉
館
」
理
由

に
①
ＪＲ
の
借
地
契
約
期
間
が
３
月
末
で
終
了
、
②
ＪＲ
奈
良
線

の
複
線
化
事
業
が
始
ま
り
利
用
者
の
移
動
確
保
が
困
難
、
③

耐
震
性
に
問
題
が
あ
る
、
と
説
明
し
、「
閉
館
」
後
も
、
利

用
調
整
も
解
決
し
た
か
の
よ
う
な
報
告
を
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
実
態
は
、「
予
約
が
い
っ
ぱ
い
で
利
用
日
を
減
ら
し
た
」

「
遠
く
ま
で
行
く
の
が
困
難
で
解
散
し
た
」「
分
散
し
て
施
設

を
利
用
せ
ざ
る
を
な
い
」
な
ど
、
市
民
の
活
動
に
支
障
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
。」

　市は、昭和３６年に観光バス駐車場として、宇治公民館（市
民会館）敷地の一部、借地面積４９３㎡の土地を国鉄（昭和
６２年の民営化後はＪＲ西日本旅客鉄道株式会社）から賃借し、
３年ごとに契約更新。
　市民環境部から管理運営を委任された市教育委員会は、平
成２５年６月１５日にＪＲ奈良線の複線化・高速化を知り、借地
の範囲、面積を精査。その結果、長年にわたり契約書に図面
が添付されておらず、借地面積は４９３㎡であることを確認。
登記簿で、平成１６年７月２１日に「宇治里尻７５ー２」は、国
交省が「真正な登記名義の回復」を行い土地登記を行ってい
ること、国交省の土地もＪＲ不動産（ＪＲ西日本の管理会社）
へ賃借代を支払っていることを初めて確認。
　市教委は、市の顧問弁護士に相談。弁護士は①民法第
７０３条の「不当利得」に該当し時効は１０年、②現地で立会
い面積の確定を、③裁判で返還請求をとアドバイス。
　市教委はＪＲ不動産に「不当利得の返還義務」を根拠に
５４８万９６９４円を請求。ＪＲ不動産は、「他人財物」であっ
ても契約は有効で、宇治市に賃料を返還しない、国交省に支
払うと回答。
　平成２６年１月２９日、現地で両者が立会い、ＪＲからの借
地は１７０．４６㎡であると確認。
　市は、ＪＲ不動産と、商法第５２２条により時効５年
で、平成２１年４月１日からの賃料の過払い分の返還請求を
２７２万６７００円とする確認書を交わし決着。

　

党
議
員
団
は
、
複
線
化
工
事
は
平
成
３０
年
度
は
始
ま
ら

ず
慌
て
て
閉
館
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
、
借
地
（
南
側
駐

輪
場
）
を
返
還
し
て
も
建
物
や
駐
車
場
に
影
響
は
な
く
継

続
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
、
１７
年
前
に
耐
震
性
不
足
と
分

か
っ
て
い
た
の
に
放
置
し
て
き
た
市
の
責
任
こ
そ
問
題
だ

と
追
及
し
、市
が
契
約
更
新
の
交
渉
も
全
く
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

公
民
館
は
市
民
の
学
び
の
場
で
す
。
市
民
の
声
を
聞
か

ず
一
方
的
な
「
閉
館
」
は
中
止
す
る
べ
き
で
す
。　

ＪＲとの借地契約の経過

宇治公民館
問　題

市民の意見に耳を貸すべき。

過払いの徹底究明を！


